








































59.6-69.4 wt.%，68.5-76.1 wt.% の範囲を示し 図 1 Rb-Sr全岩アイソクロン 
た。帝釈山地において，檜枝岐川花崗岩と只見川花崗岩の黒雲母K-Ar年代はそれぞれ
102.3±2.2 Ma，102.7±2.2 Maであり両花崗岩の冷却年代は一致し，さらに Rb-Sr全岩ア
イソクロン年代は 96.4±2.5 Ma(図 1A)と，これら年代値は比較的近い値を示した。しか





域における只見川花崗岩では黒雲母K-Ar年代がそれぞれ 89.6±1.9 Ma，61.7±1.4 Maで
あり，帝釈山地における岩体より若い年代を示した。希土類パターンでは Eu異常にお
いて檜枝岐川花崗岩と只見川花崗岩の差異が表れ，只見川花崗岩では程度の異なる負






が δ88Sr = 0.21−0.31の範囲に入るが，SiO2＞72 
wt.%の試料では大きな同位体分別が見られ
た(δ88Sr = -0.13−0.23)。さらに単一花崗岩体に











ることで 88Sr/86Sr 比が減少したと考えられる。 
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図 2 アノーサイトの分別に対する δ88Sr値 
